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向の経年変動を示すとは限らない。したがって、Elias et al. [2010]で報告され
たSq場の振幅の増加傾向は普遍的なものではないことが統計検定によって
判明した。
4. Res-Sq場の長期変動には20年の周期をもつが、電離圏電気伝導度モデル値
を用いた相関解析からも同様の結果を得た。
5．スペクトル解析の結果、太陽11年活動周期成分は、Sq場の長期変動に現れ
るが、その振幅変調は一致しない。また、短周期変動成分(例えば5年周期)は
お互いに一致しない。
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6. 今後の方針
○今後の方針：
1．太陽紫外線実データを用いたSq場の解析
Res-Sq場の振幅を求めるのに、F10.7指数ではなく、地球超高層大気の電
離に効く紫外線データを利用する
Res-Sq場の振幅トレンドにどのような違いがあるかを考察する
2．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価
電離圏電気伝導度モデル値との相関解析を行い、背景磁場の減少・増加
に伴うSq場の振幅変動を取り除き、超高層大気の長期変動の寄与を定量
的に評価する
3．電離圏TEC値とEUVとの関係の特徴を探る
1997年4月以降の太陽活動1周期以上のGPS-TEC値データとF10.7指数
やEUVフラックスにどのような相関関係があるかを調査する
4．太陽風の長期解析
極域Sqp場の振幅を決めているのは、太陽風であるため、この太陽活動1
周期でどのように太陽風と相関があるか調べる
